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　議会だより　平成２２年１１月１日○
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

今
回
の
補
正
に
つ
い
て

は
、
決
算
剰
余
金
を
減
債

基
金
に
積
み
立
て
た
（
3
億

７
，０
０
０
万
円
）
た
め
、

例
年
と
比
べ
金
額
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
費

　

瀬
戸
内
海
の
復
権
意
見

　

交
換
会
等
運
営
委
託
料

１
２
５
万
６
，０
０
０
円

　
　

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
18

　

市
町
の
首
長
ク
ラ
ス
が

　

集
ま
り
、
瀬
戸
内
圏
域

　

の
未
来
を
考
え
る
意
見

　

交
換
会
に
係
る
費
用

　

高
齢
者
運
転
免
許

　

自
主
返
納
支
援
事
業

　
　

補
助
金
を
72
万
円
減

　

額
し
、
通
信
運
搬
費
228

　

万
円
を
増
額
。　

　
　

窓
口
に
一
度
来
れ
ば

　

手
続
き
が
済
む
よ
う
バ

　

ス
回
数
券
を
直
接
渡
す

　

方
式
に
変
更
し
た
た
め
。

　

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
IC
カ

　

ー
ド
導
入
経
費
へ
の
補

　

助
金　

７
７
３
万
４
，０
０
０
円

　

○
衛
生
費

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事

　

業
施
設
整
備
費
負
担
金

１
，１
０
０
万
円

　
　

内
海
病
院
で
来
年
4

　

月
を
目
途
に
開
設
を
予

　

定
し
て
い
る
病
児
・
病

　

後
児
保
育
施
設
を
整
備

　

す
る
た
め
の
負
担
金
。

○
民
生
費

　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
の
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
拡

　

張
の
た
め
の
改
修
工
事

３
５
０
万
円

　

障
害
者
支
援
施
設
の
新

　

制
度
移
行
に
対
す
る
事

　

業
安
定
化
補
助
金

　
　
　

６
９
６
万
1
千
円

○
商
工
費

　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村
指

　

定
管
理
料

１
５
０
万
円

　
　

ふ
る
さ
と
村
い
ち
ご

　

農
園
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

　

ス
に
傷
み
が
目
立
っ
て

フ
ィ
（
乳
が
ん
検
診
装

置
）
整
備
事
業
に
３
，

１
５
０
万
円
か
か
る
も

の
。

条
例
の
一
部
改
正

○
小
豆
島
町
消
防
団
の
定

　

員
、
任
免
、
給
与
、
服

　

務
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　

従
来
、
消
防
団
員
の
出

動
報
酬
は
1
回
１
，８
０
０

円（
定
額
支
給
）で
あ
っ
た

も
の
が
最
高
３
，６
０
０
円

ま
で
支
給
可
能
と
な
る
改

正（
た
だ
し
、
過
酷
な
状
況

下
で
長
時
間
の
作
業
を
行

っ
た
場
合
）

工
事
請
負
契
約

工
事
名　

橘
地
区
改
良
住

　

宅
Ｉ
・
Ｊ
棟
耐
震
並
び

　

に
外
壁
改
修
等
工
事

契
約
金
額

　

５
，８
８
０
万
円

契
約
相
手　

有
限
会
社　

　
　
　
　
　

壷
井
工
務
店

工
事
請
負
変
更
契
約

工
事
名　

安
田
小
学
校
校

　

舎
耐
震
補
強
及
び
改
修

　

工
事
（
北
工
区
）

　

９
月
定
例
会
が
17
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
と
３
特
別
会
計
の

補
正
予
算
議
案
、
工
事
請
負
、
変
更
契
約
議
案
が
各
１
件
、
小
豆
島
町
消
防
団
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
議
案
を
含
め
た
９
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の
決
算
認
定
議
案

は
閉
会
中
に
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
５
件
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

　

き
た
た
め
、
修
繕
を
行

　

う
も
の
。

○
消
防
費

　

消
防
団
員
へ
の
出
動
報

　

酬　
　
　

１
６
０
万
円

　
　

町
条
例
改
正
に
伴
い
、

　

8
月
30
日
の
林
野
火
災

　

に
出
動
し
た
消
防
団
員

　

へ
の
出
動
報
酬
の
増
分
。

○
教
育
費

　

安
田
小
学
校
耐
震
補
強

　

・
大
規
模
改
修
工
事

　
　
　

２
２
７
万
円

　
　

工
事
施
工
中
に
不
備

　

が
見
つ
か
っ
た
消
火
栓

　

配
管
を
整
備
す
る
た
め

　

の
追
加
工
事
費
。

　
　
　

　

池
田
中
学
校
耐
震
補
強

　

等
改
修
工
事
実
施
設
計

　

委
託
料５

７
７
万
5
千
円

　
　

23
年
度
夏
に
実
施
予

　

定
の
池
田
中
学
校
耐
震

　

補
強
工
事
に
か
か
る
実

　

施
設
計
委
託
料
。

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
1
号
）

　

病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
整
備
に
１
，１
０

０
万
円
、
マ
ン
モ
グ
ラ

（写真はイメージです）

補
正
予
算

　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
を
整
備

　内
海
病
院
に

22年度　一般会計

を補正

働く人の子育てをバックアップ

4億5，348万2千円
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　議会だより　平成２２年１１月１日
契
約
金
額

　

変
更
前

　

４
，８
９
３
万
円

　

変
更
後

　

５
，３
１
３
万
円

専
決
処
分
の
報
告

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

追
加
補
正
予
算
額
は
３

４
０
万
円
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
２
６
，５
７
９

千
円
。

　
〔
内
容
〕
6
月
30
日
に
岩

谷
・
当
浜
・
福
田
の
各
簡

易
水
道
の
原
水
に
病
原
性

原
虫
ジ
ア
ル
ジ
ア
の
混
入

が
確
認
さ
れ
、
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
。

　
（
主
な
も
の
…
当
浜
地
区

の
ろ
過
装
置
借
上
料
１
７

５
万
円
、
岩
谷
地
区
ろ
過

設
備
設
置
工
事
費
71
万
円

な
ど
）

※
な
お
、
7
月
1
日
に
浄

　

化
し
た
水
の
検
査
を
行

　

い
、
問
題
な
し
と
判
定

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
第
3
号
）

　

追
加
補
正
予
算
額
は
８

８
０
万
円
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
75
億
９
，３
６

７
万
5
千
円
。

　
〔
内
容
〕
池
田
地
区
の
林

野
火
災
に
お
い
て
必
要
と

な
る
所
要
の
経
費
に
つ
い

て
、
早
急
な
対
応
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
。（
主
な
も

の
…
消
防
団
員
へ
の
出
動

報
酬
２
０
０
万
円
、
団
員

へ
の
飲
料
水
費
等
90
万
円
、

傷
ん
だ
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス

等
の
購
入
費
４
８
５
万
円
） 消火に日数を要した池田林野火災

　いずれの数値も国の定める早期健全化や財政再建の基準、経営健全
化基準内の数値となっています。しかしながら、この要因は、合併に
伴う財政支援による一時的なものです。今後、町の収入増が見込めな
い中、限られた財源を有効に生かし、持続性のある財政運営が必要と
いえるでしょう。

『財政健全化判断比率』とは？
　北海道夕張市の財政破綻をきっかけに作られた自治体の財政
　破綻を未然に防ぐための基準で、以下４つの指標から、町の
　財政状況を判断します。

（平成21年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告）

まちの財政
だいじょうぶ
　　かな？

★資金不足比率……公営企業（小豆島町では、水道、簡易水道、老健うちのみ、内海病院が該当
　　　　　　　　　します）の経営の悪化の度合いを示すものです。具体的には、資金不足額が
　　　　　　　　　事業の規模に対して、どのくらいの比率になっているかを求めるものです。
　小豆島町では前年度に引き続き、どの会計においても資金不足は発生していません。

　　　　　　　　　※－％は、算定の結果「該当がない」ことを表しています。

①実質赤字比率
　まちづくりや福祉、教育な
どを行う一般会計などの赤字
額の程度を表しています。

③実質公債費比率
　町が返済した公債額（借金）
が、町の標準的なサービスを
提供するために必要とされる
収入額に対する割合を示した
ものです。

②連結実質赤字比率
　一般会計の赤字・黒字額や
特別会計等の赤字・黒字額を
合算して得られた町全体の赤
字額の程度を表しています。

④将来負担比率
　今後支出されるだろう負債
（借金）が、町の標準的なサー
ビスを提供するために必要と
される収入額に対する割合を
示したものです。

判　定
小豆島町

（前年−％）

−％

判　定
小豆島町

（前年−％）

−％

判　定
小豆島町

（前年 14.0％）

11.8％

判　定
小豆島町

（前年 7.1％）

−％

岩谷に設置された
急速ろ過装置

赤字なし
赤字なし

基準以下
基準以下



　議会だより　平成２２年１１月１日○

4

一
般
質
問

9
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て

　
　

8
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

質
問　

嘱
託
職
員
に
対
し

て
、
退
職
金
制
度
、
資
格

手
当
等
の
改
善
を
ど
の
よ

う
に
図
る
つ
も
り
か
。

答
弁　

財
政
の
制
約
・
町

の
活
性
化
に
対
し
て
新
規

施
策
を
起
こ
す
現
実
が
あ

り
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
く
。

　

嘱
託
職
員
に
退
職
金
は

な
い
と
い
う
前
提
で
職
に

つ
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、退
職
金
は
難
し
い
が
、

勤
務
に
つ
い
て
は
必
要
が

あ
れ
ば
、
処
遇
の
改
善
を

し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
財
政
事
情

で
、
ど
こ
に
振
り
向
け
る 安井　信之　議員

嘱
託
職
員
の

待
遇
に
つ
い
て

か
と
い
う
視
点
と
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

来
年
度
、
保
育
所
で
は
、

嘱
託
職
員
が
行
っ
て
い
た

仕
事
に
正
規
職
員
を
採
用

す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い

る
。
基
本
的
に
は
嘱
託
を

正
規
に
と
い
う
の
が
、
好

ま
し
い
方
向
だ
と
思
う
が
、

退
職
金
の
問
題
も
多
少
問

題
あ
る
の
で
参
考
に
し
た

い
。少

子
化
対
策
の

優
先
課
題
は

質
問　

乳
幼
児
医
療
の
充

実
を
は
じ
め
と
す
る
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

課
題
に
つ
い
て
優
先
的
に

取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

少
子
化
対
策
で
言

わ
れ
る
の
は
、
働
き
方
の

見
直
し
・
経
済
的
支
援
政

策
・
子
育
て
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
小
豆
島
は
、

少
子
化
対
策
の
充
実
・
移

住
者
の
支
援
・
地
場
産
業

の
活
性
化
で
人
を
増
や
す

と
い
う
政
策
が
少
子
化
対

策
の
柱
の
一
つ
に
な
る
。

　

子
ど
も
手
当
は
国
の
政

策
で
あ
る
の
で
、
全
額
国

庫
負
担
を
国
に
対
し
て
要

望
は
し
て
い
き
た
い
。

　

乳
幼
児
医
療
の
無
料
の

年
齢
の
拡
大
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
何
を
優

先
的
に
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
議
会
・
委
員
会
で
も

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

来
年
度
予
算
の
中
で
ど
う

す
る
か
、決
断
を
し
た
い
。

質
問　

私
た
ち
の
調
査
で

は
、
旧
池
田
町
は
台
風
時

に
高
波
は
す
ご
い
も
の
だ

っ
た
。
海
側
で
生
活
す
る

住
民
は
、
高
波
が
砂
を
運

び
排
水
溝
が
埋
ま
っ
て
当

時
自
衛
手
段
等
を
と
っ
て

い
た
。
今
後
の
高
波
対
策

は
。

答
弁　

現
地
調
査
等
を
活

用
し
海
岸
線
の
護
岸
等
に

お
け
る
高
潮
と
は
別
の
越

波
対
策
や
、
護
岸
等
の
前

面
砂
浜
に
お
け
る
配
水
管

の
埋
設
対
策
は
、
県
と
連

携
し
つ
つ
、
高
潮
だ
け
で

な
く
高
波
も
念
頭
に
置
い

た
対
策
を
こ
れ
ま
で
実
施

台
風
時
に
旧
池
田
町
の

高
波
対
策
の
必
要
性
は

し
、
既
存
の
防
波
堤
等
の

維
持
修
繕
も
順
次
実
施
し

て
い
る
。

　

今
後
も
県
と
十
分
連
携

を
と
り
、
ま
た
財
政
状
況

も
見
極
め
な
が
ら
、
町
の

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

合
併
特
例
債
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

質
問　

合
併
特
例
債
は
ど

の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ

た
の
か
。

答
弁　

合
併
以
降
、
平
成

21
年
度
決
算
ま
で
の
発
行

し
た
特
例
債
の
総
額
は
１

２
億
８
，３
１
０
万
円
で
4

年
間
で
24
％
で
す
。
充
当

事
業
は
内
海
中
学
校
建
設

に
8
億
６
，８
５
０
万
円
、

池
田
中
学
校
耐
震
改
修
に

４
，７
５
０
万
円
、
植
松
都

市
下
水
路
整
備
に
2
億
１
，

４
６
０
万
円
、
高
潮
対
策

に
１
２
７
０
万
円
、
防
災

行
政
無
線
整
備
に
８
，４
０

０
万
円
、
合
併
支
援
道
路

整
備
に
１
，７
８
０
万
円
、

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島
整

備
に
３
，８
０
０
万
円
、
各

種
事
業
推
進
の
た
め
の
財

源
と
し
て
有
効
活
用
し
た
。

中江　　正　議員

島の未来のための施策を

入部地区に整備された導流提
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質
問　

常
勤
医
師
は
8
年

前
に
は
25
名
い
た
が
最
近

は
14
名
に
減
っ
て
い
る
。

医
師
確
保
の
処
方
せ
ん
を

示
し
て
、
町
民
を
安
心
さ

せ
て
は
。

答
弁　

医
師
研
修
制
度
の

改
正
と
医
療
の
専
門
化
に

よ
っ
て
医
師
が
都
会
に
集

中
し
て
地
方
の
医
師
不
足

が
広
が
り
、
深
刻
化
し
て

い
る
。

　

医
師
確
保
の
た
め
「
内

海
病
院
魅
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
作
り
、
住
民
だ
け

で
な
く
内
海
病
院
へ
勤
務

す
る
医
師
に
と
っ
て
も
魅

力
あ
る
病
院
を
目
指
し
て
、

そ
の
実
現
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
久
保
院
長
と
栃

木
県
の
自
治
医
科
大
学
、

香
川
大
学
医
学
部
の
学
長
、

学
部
長
、
附
属
病
院
長
、

香
川
県
知
事
な
ど
各
関
係

内
海
病
院
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

者
へ
医
師
派
遣
の
要
請
を

し
て
い
る
。
島
出
身
の
医

師
に
も
要
請
し
て
い
る
。

　

要
請
し
た
方
か
ら
は
内

海
病
院
だ
け
で
な
く
、
小

豆
島
全
体
の
医
療
体
制
を

ど
う
す
る
の
か
議
論
を
進

め
て
、
医
師
が
集
ま
っ
て

く
る
良
い
病
院
づ
く
り
。

　

つ
ま
り
若
い
医
師
に
と

っ
て
は
医
師
と
し
て
の
技

術
を
習
得
で
き
、
地
域
医

療
を
学
び
、
住
民
と
の
交

流
を
通
し
て
人
間
的
成
長

も
で
き
る
病
院
に
な
る
こ

と
。
そ
れ
が
島
の
魅
力
を

高
め
、
島
へ
の
移
住
の
契

質
問　

広
島
県
知
事
の

「
瀬
戸
内
・
海
の
道
構
想
」

が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
知
事
公
約
の
背
景
に

あ
る
高
齢
化
・
産
業
の
停

滞
は
県
境
を
越
え
た
共
通

課
題
で
あ
り
協
調
す
べ
き

で
な
い
か
。

答
弁　

広
島
県
知
事
の
考

え
に
同
感
で
あ
る
。
航
路

も
道
路
な
ど
に
つ
い
て
は

10
月
7
日
・
8
日
に
18
自

治
体
の
方
が
出
席
し
意
見

瀬
戸
内
・
海
の
道
構
想
と
の
協
調
を

昔
「
ト
ウ
ゴ
ウ
サ
ン
」

今
ど
う
な
っ
て
い
る

質
問　

納
税
は
「
10
・
5
・

3
」（
ト
ウ
ゴ
ウ
サ
ン
）
と

呼
ば
れ
た
が
今
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
大
型
店
の
規

制
緩
和
で
地
元
商
店
主
が

働
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
。自
治
会
や
消
防
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
商
店

主
は
活
躍
し
て
い
る
。
も

っ
と
評
価
し
買
い
物
な
ど

の
呼
び
か
け
を
強
め
る
べ

き
だ
。

答
弁　

納
税
は
町
の
発
展

に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
。

調
べ
て
報
告
す
る
。
先
日

の
山
火
事
で
も
地
元
商
店

の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

お
金
が
地
元
を
廻
る
よ
う

呼
び
か
け
を
強
め
る
た
め

町
広
報
で
特
集
を
組
む
。

森　　　崇　議員

質
問　

物
の
生
産
と
住
民

生
活
安
定
は
個
人
個
人
の

問
題
で
は
な
い
。
両
立
す

べ
き
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
低

周
波
が
住
民
を
悩
ま
せ
て

い
る
こ
と
を
報
道
し
て
い

た
。
町
条
例
を
作
り
補
助

す
べ
き
だ
。

答
弁　

小
豆
島
町
は
食
品

産
業
が
多
く
、
騒
音
や
悪

臭
が
出
や
す
い
。
提
案
の

よ
う
に
条
例
が
実
現
す
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

浜口　　勇　議員

機
に
も
な
る
の
で
、
医
師

確
保
問
題
に
は
全
力
で
頑

張
り
た
い
。

交
換
会
が
行
わ
れ
る
。
香

川
県
知
事
も
出
席
し
意
見

を
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

企
業
の
発
展
と

住
民
生
活
の
両
立
を

住民にも、医師にとっても魅力ある内海病院に

航路も道路の呼び掛けは広がっています

低周波騒音についての報道
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質
問　

少
子
化
が
急
速
に

進
み
、
学
校
統
合
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

小
豆
島
町
学
校
再
編
整
備

検
討
委
員
会
が
出
し
た
答

申
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か
。
生
徒
数
が
何

人
以
下
に
な
っ
た
時
、
統

合
を
考
え
て
い
る
か
。
高

校
・
中
学
校
・
小
学
校
の

統
合
、
庁
舎
建
設
な
ど
を

総
合
し
て
町
の
青
写
真
を

早
く
描
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

答
弁　

答
申
は
、
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
熱
心

か
つ
真
剣
に
検
討
い
た
だ

い
た
と
理
解
し
、
尊
重
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
庁

舎
を
含
め
、
教
育
・
医
療
・

観
光
等
全
体
を
一
つ
と
し

て
と
ら
え
、
問
題
解
決
に

は
、
時
間
の
余
裕
が
な
い

と
認
識
を
し
て
い
る
。

学

校

統

合

に

つ

い

て

　
〔
教
育
長
〕
学
校
運
営
に

お
い
て
標
準
規
模
を
確
保

し
、
少
人
数
指
導
を
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
池
田
中
学
校
に

つ
い
て
は
普
通
学
級
が
3

学
級
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

保
護
者
ら
の
虐
待

で
子
ど
も
が
死
亡
す
る
悲

惨
な
事
件
が
後
を
絶
た
な

い
。
小
豆
島
町
内
の
虐
待

相
談
等
は
、
保
育
所
等
で

定
期
的
に
行
う
な
ど
子
ど

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
積
極
的
な
施
策
を

有
害
鳥
獣
対
策
の

継
続
実
施
と
増
額
を

質
問　

国
に
よ
る
鳥
獣
被

害
防
止
の
交
付
金
が
最
終

の
今
年
度
は
交
付
内
示
額

と
要
望
額
に
大
き
な
隔
た

り
が
あ
り
前
年
度
よ
り
減

少
。
中
山
間
地
域
は
、
水

源
の
か
ん
養
や
環
境
保
全

等
安
心
し
て
農
林
業
が
継

続
で
き
る
環
境
が
極
め
て

必
要
な
た
め
、
国
・
県
に

継
続
実
施
と
増
額
を
求
め

る
考
え
は
。

　

ま
た
、
財
務
省
の
事
業

仕
分
け
に
よ
る
事
業
終
結

や
減
額
に
な
っ
た
場
合
、

町
で
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁　

四
国
４
県
町
村
長

大
会
や
中
四
国
農
政
局
等

通
じ
て
強
く
要
望
し
て
い

る
。
仮
に
交
付
金
事
業
が

廃
止
に
な
っ
た
場
合
は
、

町
独
自
で
事
業
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
る
。

小
豆
島
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
を

質
問　

小
豆
島
町
内
の
蛍

の
里
・
千
枚
田
等
の
中
山
、

桟
敷
・
城
山
城
跡
の
浜
条

を
起
点
と
す
る
三
都
半
島
、

醤
油
蔵
の
馬
木
・
苗
羽
、

田
浦
半
島
、
寒
霞
渓
を
区

域
指
定
し
自
然
的
、
歴
史

的
景
観
を
活
用
し
た
町
並

み
を
形
成
、
推
進
し
て
い

く
条
例
の
制
定
を
。

答
弁　

小
豆
島
町
独
自
の

条
例
を
、来
年
提
案
す
る
。

島
の
宝
物
を
生
か
し
た地

域
振
興
に
つ
い
て

質
問　

町
長
就
任
後
、
こ

れ
こ
そ
は
と
思
わ
れ
た
島

の
宝
物
を
、
ど
の
様
に
地

域
振
興
に
生
か
そ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

三
都
半
島
の

ア
ー
ト
、
苗
羽
・
馬

木
の
醤
の
郷
、
中
山

の
千
枚
田
・
農
村
歌

舞
伎
、
寒
霞
渓
や
山

岳
霊
場
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
て
条
例

を
つ
く
る
べ
き
検
討

を
進
め
て
い
る
。
ま

た
新
内
海
ダ
ム
も
新
し
い

観
光
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

中村　勝利　議員

村上　久美　議員

も
の
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

対
策
が
必
要
で
は
。
国
・

県
に
児
童
福
祉
司
1
人
の

配
置
基
準
の
見
直
し
や
増

員
を
求
め
る
考
え
は
。

答
弁　

保
育
士
が
児
童
虐

待
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
や
保
育
所
の
体
制
整

備
に
よ
っ
て
虐
待
を
防
ぐ

こ
と
に
な
る
。
増
員
に
つ

い
て
は
県
に
要
望
す
る
。

後世に残すべき「島の宝物」

『二十四の瞳』のロケ地であった「城山桜公園」

池田中学校
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質
問　

患
者
と
医
療
者
間

の
双
方
の
意
見
を
聞
い
て

話
し
合
い
の
場
を
設
定
す

る
な
ど
問
題
解
決
に
導
く

仲
介
役
の
「
医
療
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
」
を
内
海
病
院

で
養
成
し
て
は
。

答
弁　

必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
す
ぐ
に
は
難

し
い
。
今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
み
た
い
。

鍋谷真由美　議員

国
保
の
資
格
証
明
書
の

発
行
は
や
め
よ

質
問　

社
会
保
障
と
し
て

の
本
来
の
国
保
法
の
理
念

を
踏
ま
え
た
滞
納
者
へ
の

対
応
に
改
善
を
し
、
資
格

証
明
書
の
発
行
を
や
め
る

こ
と
を
求
め
る
。

答
弁　

現
行
の
国
保
制
度

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の

実
施
で
自
殺
予
防
対
策
を

質
問　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

と
は
、
自
殺
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
見
守
り
、
必
要

に
応
じ
て
、
関
係
す
る
専

門
相
談
機
関
へ
つ
な
ぐ
な

ど
の
役
割
を
持
つ
人
の
こ

と
で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
の
た
め
の
研
修

を
行
い
、
自
殺
対
策
を
担

う
人
材
の
育
成
を
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
移
行
で
、

テ
レ
ビ
難
民
を
出
さ
な
い

取
り
組
み
を

質
問　

移
行
ま
で
に
、
準

備
が
間
に
合
わ
ず
、
テ
レ

ビ
難
民
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
実
態
調
査
、
相

談
や
対
策
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

答
弁　

い
ろ
ん
な
形
で
広

報
活
動
と
か
、
相
談
も
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ

で
不
準
備
で
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
そ
う
い
う
相
談
を
き

め
細
か
く
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の
未
納
状
況
と
今
後
の
対
策
は

質
問　

今
年
度
文
科
省
か

ら
学
校
給
食
費
の
未
納
状

況
に
つ
い
て
調
査
依
頼
が

出
さ
れ
た
。
全
国
的
に
未

納
が
増
加
し
て
い
る
様
で

あ
る
が
、
本
町
に
お
い
て

の
現
状
と
子
ど
も
手
当
か

ら
天
引
き
で
き
る
仕
組
み

を
求
め
る
声
も
あ
る
が
。

答
弁　

幸
い
な
こ
と
に
、

本
町
の
給
食
費
に
つ
い
て
、

年
度
途
中
で
の
一
時
的
な

未
納
は
あ
る
が
、
学
級
担

任
な
ど
の
ご
尽
力
で
、
年

度
末
の
未
納
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
年
度
途
中
で

の
一
時
的
な
未
納
は
増
加

し
て
お
り
学
級
担
任
の
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

色
々
な
対
策
は
必
要
と
思

う
。

　

ま
た
子
ど
も
手
当
か
ら

天
引
き
す
る
仕
組
み
は
、

そ
の
よ
う
な
方
向
で
国
が

制
度
改
革
を
す
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

国
道
４
３
６
号
線
の
バ
イ
パ
ス
構
想
は

質
問　

国
道
436
号
線
、
具

体
的
に
草
壁
港
か
ら
清
水

バ
ス
停
の
区
間
、
町
内
道

路
の
中
枢
と
も
言
え
る
こ

の
区
間
に
迂
回
路
が
な
い

現
状
で
、
も
し
災
害
発
生

時
に
道
路
寸
断
に
な

っ
た
場
合
を
考
え
る

と
農
免
道
路
の
接
続

な
ど
バ
イ
パ
ス
構
想

は
将
来
的
に
必
要
と

思
え
る
が
。

答
弁　

構
想
に
つ
い

て
は
大
賛
成
で
あ
り
、

災
害
時
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
が
、
現

実
的
に
は
、
財
政
面

か
ら
も
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
国
の
事
業

仕
分
け
で
農
免
道
路

制
度
が
な
く
な
り
、

現
行
の
制
度
で
は
県

費
の
補
助
率
が
低
く
、
町

の
負
担
が
大
変
重
く
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
構
想
が
い

つ
か
実
現
す
る
こ
と
を
思

い
続
け
て
い
き
た
い
。

大川　新也　議員

いざという時の迂回路確保を（草壁港前）

答
弁　

県
の
基
金
活
用
で
、

保
健
所
が
主
催
の
研
修
会

な
ど
が
良
い
と
思
う
が
、

町
独
自
で
も
必
要
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
た
い
。

医療費全額負担になる資格証明書

内
海
病
院
に
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
を

の
も
と
で
、
基
本
的
な
ル

ー
ル
に
従
っ
た
運
営
が
必

要
。
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私
が
生
ま
れ
育
っ
た
蒲

野
地
区
の
人
口
は
男
50
人
、

女
78
人
の
合
計
１
２
８
人

の
小
さ
な
集
落
で
す
。
ま

た
、
こ
の
地
区
に
は
、
小

学
校
、
幼
稚
園
が
あ
り
ま

し
た
が
11
年
前
に
池
田
小

学
校
へ
統
合
を
し
、
１
０

７
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
施
設
は
、
活
性
化
セ

ン
タ
ー
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
、
ま
た
幼
稚
園
跡
は
、

三
都
老
人
憩
い
の
家
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
18
年
に

2
町
の
合
併
に
伴
い
こ
の

施
設
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
三
都
公
民
館
と
な
り

住
民
へ
の
窓
口
業
務
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
全
体
の
施
設

の
利
用
回
数
も
年
々
増
加

し
て
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

す
。

　

平
成
19
年
に
小
豆
島
芸

術
家
村
構
想
が
持
ち
上
が

り
、
こ
の
地
区
へ
要
請
が

あ
り
色
々
と
協
議
を
し
て

平
成
21
年
3
月
に
芸
術
家

の
受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。

第
1
回
目
は
、
2
名
の
芸

術
家
が
入
村
、
4
ヶ
月
間

の
創
作
活
動
と
発
表
会
を

行
い
、
作
品
を
残
し
て
退

村
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

3
名
ず
つ
入
村
を
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
の
7
月
に
は
、
東

京
芸
術
大
学
の
大
学
院
生

や
助
教
授
等
14
名
が
入
村

し
、
創
作
活
動
な
ら
び
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行

い
地
区
住
民
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
8
月
10
日
か

ら
22
日
ま
で
三
都
半
島
の

色
々
な
場
所
に
お
い
て
ス

ト
ー
リ
ー
オ
ブ
ザ
ア
イ
ラ

ン
ド
展
を
開
催
、
当
地
区

内
で
も
５
ヶ
所
で
展
示
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
の
芸

大
生
の
創
作
活
動
は
、
毎

年
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ

が
起
爆
剤
と
な
っ
て
蒲
野

地
区
が
元
気
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現

在
４
回
目
の
芸
術
家
が
入

村
を
し
て
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
ま
た
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

蒲
野
地
区
と
芸
術
家
村

　
森
　
口
　
　
茂

　
　
（
蒲
野
自
治
会
会
長
）

芸術家との交流を通じて地域を元気に

　

今
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
の
な
か
7
月
19
日
か

ら
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
や
社
会
構

造
変
革
の
中
、
地
場
産

業
の
振
興
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
地
域
福
祉
充

実
、学
校
統
合
問
題
等
、

様
々
な
課
題
に
取
り
組

み　
「
小
豆
島
町
の
住
み

よ
い
町
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
大
い
な
る
活
躍

を
皆
さ
ま
と
共
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
の
情
報
、
活
動

状
況
を
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
い
か

に
読
ん
で
い
た
だ
く
か

を
考
え
な
が
ら
、
日
々

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
こ
で
今
号
か

ら
文
字
を
大
き
く
し
ま

し
た
。
従
来
が
こ
の
サ
イ

ズ
で
し
た
の
で
、
か
な
り

大
き
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

議 会 日 誌

廃校の教室を飾った芸術作品

民の声
Vol.18

も心がけています。
　剣道は、小さい子どもから男女問わずできる
武道であり、集中力、忍耐力、読心力、状況に
応じた判断力も身につき、心も身体も鍛えられ
ることができます。
　剣道に興味のある子ども達はぜひ一度池田中
学校修道館まで見学に来てください。
　子ども達と
共に時代を担
う立派な人間
になるように
頑張っていき
たいと思いま
すので応援よ
ろしくお願い
します。

まちの力 池 田 剣 道
　池田剣道スポーツ少年団は、現在６年生
３名、５年生２名、４年生５名、３年生１名、
２年生４名、年少１名が所属しています。６名
の指導者の下、水・金・土曜の週３回、池田中
学校修道館で７時から９時まで練習を行ってい
ます。
　現時点での目標は小豆島での大会で低学年・
高学年共に団体戦で優勝することです。
　今までは、みんな賞状、メダルなどをとって
卒業しています。成績を残し、池田剣道スポー
ツ少年団を盛り上げていきたいと思い、日々の
練習に力を入れていますが、それだけではなく、
子ども達にはチームワークの大切さ、礼儀やあ
いさつなどが自然に身につけられるような指導
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